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論　　文　　の　　要　　旨

　漸増負荷運動時の無酸素性作業閾値（AT）から疲労困億に至るまでの過剰に呼出された二酸化炭

素量（excess†C02）を積算した値（C02excess）は，重炭素系の乳酸の緩衝能と乳酸蓄積を伴う高強

度の持久性競技能力の指標と考えられる。しかし持久性競技者のC02excessに関する研究は少なく，

両者の関係については十分に解明されていない。

　王．NaHC03経口摂取の漸増負荷運動時のC02excessと血申乳酸蓄積量の関係に及ぼす影響の検討

（実験1）

　健常成人男子8人について自転車エルゴメーターによる漸増負荷運動をCaC03摂取（対照群）と

NaHC03摂取（AMA群）について実施した。この結果，対照群に比べAMA群ではC02excessと体重

当りC02excessは有意な増加を示したが，血申乳酸蓄積量当りの体重当りC02excessでは両群とも同

等であった。さらに両群とも運動時の血中乳酸蓄積量と血申重炭酸塩濃度の間に有意な相関が認めら

れた。この事実から本実験のC02excessは，重炭酸系による乳酸の緩衝に由来するC02量を反映し，

とくに血中乳酸蓄積量当りの体重当りC02excessは，筋組織内の重炭酸系緩衝度の変化の指標である

ことが示唆された。

　2．長距離走者の漸増負荷運動時の代謝性アシドーシスに対する換気量（油）と二酸化炭素排出

量（†C02）の動態の検討（実験2）

　男子長距離走者と一般成人男子各4人についてトレッドミル走による漸増負荷運動を実施し，†E

と†C02応答とexcess〉C02の関係を検討した。この結果，AT出現時の血申乳酸量を基準とし，それ

からの蓄積量とそれに対応するexcess†C02の関係は，長距離走者群が一般人群よりも同一乳酸濃度
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に対し高値を示した。一方，eXCeSS†Eとの関係では言両群に差が認められなかった。これらの事実

から，長距離走者群でAT以上での血中乳酸蓄積量に対するexcess市C02が高値を示したのは，過呼

吸由来のC02排出の差によるのではなく，重炭酸系の乳酸の緩衝度が高いことに起因しているものと

考えられた。

　3．長距離走者と一般人のC02excessの横断的比較およびC02excessと持久性能力との関係の検討

（実験3）

　男子長距離走者8人と一般成人男子6人について自転車エルゴメーターによる漸増負荷運動を実施

し，さらに1週間以内に12分問全力走を2回行い，よい成績を持久性能力とした。この結果，血中乳

酸蓄積量当りの体重当りC02excessは長距離走者群が一般人群よりも有意に高値を示し，この値と最

大酸素摂取量AT一†02およびユ2分間全力走距離とも有意な相関関係が認められた。これらの事実から，

血中乳酸蓄積量当りの体重当りC02excessは，乳酸蓄積を伴う比較的高強度の持久性競技能力の指標

となる可能性が示唆された。

　4．持久性トレーニングに伴うC02excessの縦断的変化および持久性トレーニングによるC02ex－

cessの変化と持久性能力との関係の検討（実験4）

　男子長距離走者6人について約2ヵ月聞の持久性トレーニング（平均走行距離1119±1．5㎞／日）を

実施し，この前後について自転車エルゴメーターによる漸増負荷運動時のC02excess，ATイ02など

を測定し，さらに12分間全力走距離を測定し検討した。この結果，トレーニング後に血中乳酸蓄積量

当りの体重当りC02excessは6人中5人に増加し，さらにこの値はAT一†02および！2分間全力走距離

とも有意に相関した。これらの事実から，血中乳酸蓄積量当りの体重当りC02excessは持久性トレー

ニングにより増加する可能性が示唆され，この値は乳酸蓄積を伴う高強度の持久性競技能力の向上に

とって重要な因子になるものと考えられた。

　5．結論

　1）血申乳酸蓄積量当りの体重当りC02ex㏄ssは，筋組織内の重炭酸系緩衝度の変化の指標である

ことが示唆された。

　2）長距離走者でAT以上での血申乳酸蓄積量に対するexcess寸C02が高値を示したのは，重炭酸

系の乳酸の緩衝度の高いことを示唆している。

　3）長距離走者は血中乳酸蓄積量当りの体重当りC02excessが一般人よりもた高値を示し，12分聞

全力走距離とも相関したことから，このC02excessは持久性競技能力の指標となる可育皇性が考えられ

た。

　4）血中乳酸蓄積量当りの体重当りC02excssは持久性トレーニングにより増加する可能性が示唆

され，持久性競技能力向上の重要な因子と考えられた。

審　　査　　の　　要　　旨

1）C02excessの生理的背景として，C02が筋にどの程度出入りしているかの具体的数値が明らか
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にされていない点に隔靴掻痒の感があり，筋の微小循環動態の解明によるC02および緩衝状態の一層

の検討が望まれる

　2）実験4のトレーニングでは，その期間に被検者による長短があり，トレーニング実験としてさ

らに一層の充実が必要と考えられた。また競技者群と一般人群を一般化することに少し無理がある点

についても検討の必要が指摘された。

　3）本研究では被検者に男子のみを用いているが王女子についての検討も今後の検討課題であるこ

とが指摘された。

　よって，著者は博士（体育科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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